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南
東
北
大
学
野
球
リ
ー
グ

戦
で
13
季
ぶ
り
６
度
目
の
優

勝
を
遂
げ
、
８
年
ぶ
り
４
度

目
の
全
日
本
大
学
野
球
選
手

権
大
会
出
場
を
果
た
し
た
硬

式
野
球
部
。

　
昨
秋
、
あ
と
一
歩
の
と
こ

ろ
で
リ
ー
グ
戦
優
勝
を
逃
し

た
チ
ー
ム
は
、
主
将
の
小
野

侑ゆ
き

宏ひ
ろ

二
塁
手
（
経
営
４
・
宮

城
県
聖
和
学
園
高
）、
赤
間

知ち

文ふ
み

外
野
手
（
経
営
４
・
岩

手
県
盛
岡
大
附
高
）
ら
４
年

次
生
が
中
心
に
な
っ
て
課
題

克
服
に
取
り
組
ん
だ
。
先
輩

の
姿
を
見
て
菅か

ん

野の

一
樹
投
手

（
経
営
２
・
宮
城
県
聖
和
学

園
高
）
ら
後
輩
が
育
ち
、
春

季
リ
ー
グ
戦
で
は
「
全
員
が

し
っ
か
り
準
備
し
た
結
果
、

活
躍
す
る
選
手
が
日
替
わ
り

で
出
た
」
と
酒
井
健
志
監
督

が
話
す
。
モ
ッ
ト
ー
に
掲
げ

る
「
全
員
野
球
」
が
見
事
花

開
い
た
。
ル
ー
キ
ー
松
澤
寛

人
投
手
（
人
間
１
・
新
潟
県

糸
魚
川
高
）
が
４
勝
を
挙
げ

て
優
勝
に
貢
献
す
る
な
ど
新

人
も
活
躍
し
た
。

　
部
員
90
人
を
超
す
大
所

帯
。
チ
ー
ム
に
は
自
前
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
が
な
い
た
め
練
習

は
主
に
学
内
室
内
練
習
場
で

行
う
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
練

習
は
近
隣
の
石
巻
市
民
球
場

な
ど
３
球
場
を
借
り
て
い

る
。
限
ら
れ
た
条
件
の
中
、

密
度
の
濃
い
練
習
に
励
ん
で

い
る
。

　
石
巻
市
に
は
学
童
や
学
生

チ
ー
ム
の
ほ
か
社
会
人
野
球

の
石
巻
日
本
製
紙
チ
ー
ム
も

あ
り
、
野
球
熱
が
高
い
。

「
市
民
か
ら
『
頑
張
れ
』
と

声
を
か
け
て
く
れ
る
の
が
何

よ
り
う
れ
し
い
」
と
選
手
は

口
を
そ
ろ
え
る
。

　
ま
た
、「
協
調
性
や
気
配

り
な
ど
の
人
間
力
を
身
に
つ

け
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
」

と
酒
井
監
督
。
卒
業
生
は
プ

ロ
野
球
や
社
会
人
野
球
で
も

活
躍
し
て
い
る
。

　
今
年
度
か
ら
理

工
学
部
、
経
営
学

部
、
人
間
学
部
の

す
べ
て
の
１
年
次

生
を
対
象
に
教
養

教
育
科
目「
い
し
の
ま
き
学
」

が
始
ま
っ
た
。
大
学
が
立
地

す
る
石
巻
市
を
理
解
す
る
た

め
の
授
業
で
、
地
元
の
人
と

交
流
を
深
め
た
り
地
域
の
課

題
に
目
を
向
け
る
き
っ
か
け

に
し
よ
う
と
導
入
さ
れ
た
。

　
週
１
回
前
期
15
回
の
開

講
。
３
部
構
成
で
、
第
１
部

で
石
巻
の
歴
史
や
文
化
、
世

界
と
の
つ
な
が
り
を
、
第
２

部
で
産
業
に
つ
い
て
学
び
、

第
３
部
で
は
石
巻
の
夏
の
祭

典
「
石
巻
川
開
き
祭
り
」

（
今
年
は
７
月
31
日
、
８
月

１
日
）
の
由
緒
を
知
り
、
自

分
が
ど
の
よ
う
に
祭
り
を
楽

し
み
盛
り
上
げ
る
か
を
考
え

る
。

　
全
員
が
大
教
室
で
一
緒
に

聴
講
す
る
座
学
と
、
学
部
ご

と
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
展
開

す
る
。
講
師
を
務
め
る
の
は

本
学
教
員
を
は
じ
め
地
元
の

郷
土
史
研
究
家
や
企
業
経
営

者
、
技
術
者
な
ど
だ
。

　
第
５
回
講
義
の
「
石
巻
の

街
を
歩
く
」
は
、
石
巻
観
光

協
会
の
職
員
が
、
東
日
本
大

震
災
の
被
災
状
況
や
学
ぶ
べ

き
教
訓
に
つ
い
て
語
っ
た
ほ

か
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
地
元

グ
ル
メ
を
紹
介
し
た
。

　
そ
の
翌
週
の
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
で
は
、
自
分
た
ち
が
興

味
を
持
っ
た
テ
ー
マ
で
石
巻

の
魅
力
を
伝
え
る
「
石
巻
歴

史
探
訪
計
画
書
」
を
相
談
し

な
が
ら
作
成
。
第
７
回
（
５

月
31
日
）
の
初
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
石
巻
を
掘
り

下
げ
る
プ
ラ
ン
が
発
表
さ
れ

た
。

　
本
学
で
は
毎
年
、
石
巻
川

開
き
祭
り
の
開
催
日
を
地
域

貢
献
日
と
し
、
学
生
の
イ
ベ

ン
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
い
し

の
ま
き
学
の
最
終
講
義
は
７

月
26
日
。
心
構
え
や
準
備
を

整
え
、
主
体
的
に
石
巻
川
開

き
祭
り
を
体
験
す
る
。

　
石
巻
専
修
大
学

経
営
学
部
生
が
特

別
聴
講
生
と
し
て

専
修
大
学
経
営
学

部
の
学
生
と
一
緒

に
学
ぶ
国
内
留
学
。
１
期
生

の
３
年
次
生
３
人
は
、
４
月

か
ら
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学

生
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

　
２
年
次
に
李イ

東ド
ン

勲フ
ン

ゼ
ミ
で

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ん
だ

菊
池
雄
太
さ
ん
（
岩
手
県
協

和
学
院
水
沢
第
一
高
）
は
広

告
が
テ
ー
マ
の
石
崎
徹
ゼ
ミ

に
入
っ
た
。「
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
知
識
を
深
め
、
就
職

活
動
の
力
に
し
た
い
」
と
志

望
。「
ゼ
ミ
に
限
ら
ず
授
業

の
雰
囲
気
が
石
巻
と
は
全
然

違
う
。
授
業
で
は
常
に
ノ
ー

ト
を
取
っ
て
い
ま
す
」
と
意

欲
を
示
す
。

　
石
崎
ゼ
ミ
で
は
ブ
ラ
ン
ド

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
企
画
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
中
間
発
表
の

の
ち
前
期
の
最
終
日
に
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。

石
崎
教
授
は
「
何
事
に
も
積

極
的
で
ほ
か
の
ゼ
ミ
生
を
刺

激
し
て
い
ま
す
」と
評
し
た
。

　「
渋
谷
や
新
宿
の
繁
華
街

よ
り
も
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
近

隣
の
生
田
緑
地
の
方
が
好

き
。
４
月
の
桜
や
５
月
の
新

緑
か
ら
季
節
の
変
化
を
感

じ
、
故
郷
を
思
い
出
し
ま
し

た
」
と
菊
池
さ
ん
。

　
就
職
先
は
玩
具
メ
ー
カ
ー

を
志
望
。
先
日
、
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
で
東
京
お
も
ち
ゃ

シ
ョ
ー
を
見
学
、
企
業
に
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
有
無
な

ど
を
尋
ね
た
。
石
巻
専
大
経

営
・
石
原
慎
士
ゼ
ミ
が
出

展
し
た
「
大
学
は
美
味
し

い
！
」
フ
ェ
ア
（
５
月
18
〜

23
日
・
新
宿
髙
島
屋
）
で

は
、
李
准
教
授
と
久
し
ぶ
り

に
再
会
し
た
。「
留
学
で
必

ず
何
か
を
つ
か
ん
で
帰
っ
て

く
る
」。
李
准
教
授
は
期
待

を
寄
せ
た
。

　
国
内
留
学
１
期
生
は
、
ほ

か
に
鈴
木
朋
也
さ
ん
（
宮
城

県
仙
台
工
高
）
と
濱
野
律
さ

ん
（
宮
城
県
石
巻
北
高
）。

期
間
は
８
月
ま
で
。
専
大
で

取
得
し
た
単
位
は
石
巻
専
大

で
認
定
さ
れ
る
。

学 部 学　科 人 数

理　工

食 環 境 73( 18)

生 物 科 250( 61)

機 械 工 100(  0)

情報電子工 95(  5)

生物生産工 2(  0)

小　計 520( 84)

経　営 経 営 439( 49)

人　間

人 間 文 化 90( 34)

人 間 教 育 133( 51)

小　計 223( 85)

合　　　計 1,182(218)

研　究　科 専　攻 人 数

理工学

修士課程

物 質 工 学 1( 0)

機械システム
工 学

1( 0)

生 命 科 学 3( 1)

博士後期
課 程

物質機能工学 0( 0)

生命環境科学 0( 0)

小　　　計 5( 1)

経営学

修士課程 経 営 学 6( 2)

博士後期
課 程

経 営 学 2( 1)

小　　　計 8( 3)

合　　　　計 13( 4)

◆ 学 部 ◆

◆ 大 学 院 ◆2017年度学生数

※５月１日現在（カッコ内は女子内数）

観
光
マ
ッ
プ
を
も
と
に
歴
史
探
訪
計
画
書

作
り
に
取
り
組
ん
だ

５
月
24
日

ゼ
ミ
で
活
動
す
る
菊
池
さ
ん
（
右
前
）
と
石
崎
教
授
（
右
か

ら
２
人
目
）

専
大
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

全日本でも力を発揮した松澤投手

自
然
豊
か
｜
勉
学
・
課
外
活
動
に
励
む

国内留学いしのまき学

専
大
で
学
ぶ
菊
池
さ
ん
ら
３
人

「
知
識
を
深
め
た
い
」

全
１
年
次
生
対
象
の
教
養
教
育
科
目

地
元
知
り
魅
力
探
究

チームをけん引した小野主将＝６月５日、全日本

大学野球選手権１回戦で、東京ドーム

全員野球 花開く
市民の励まし支えに

　
石
巻
専
修
大
学
の
学
生
は
、
自
然
豊
か
な
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
勉
学
に
課
外
活
動
に

励
ん
で
い
る
。
石
巻
専
修
大
学
特
集
で
は
、
本
学
の
特
色
あ
る
授
業
、
活
躍
す
る
サ
ー
ク

ル
、就
職
状
況
や
学
生
の
就
活
体
験
、
地
域
に
根
ざ
し
て
奮
闘
す
る
卒
業
生
を
紹
介
す
る
ほ

か
、
座
談
会
で
石
巻
と
石
巻
専
修
大
学
の
魅
力
を
学
生
、
教
員
に
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

2018 年 4 月
創立 30 年を
迎 え ま す

野球硬式野球部野球

●

特
色
あ
る
授
業
●
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※
各
行
事
の
情
報
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
お
よ
び
、
進
路
支
援

室
公
式
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
、

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
で
。

資
格
取
得
対
策
講
座

　
本
学
で
は
資
格
取
得
に
向

け
た
九
つ
の
対
策
講
座
を
開

講
し
て
い
る
。
他
に
も
正
課

授
業
で
取
得
で
き
る
資
格
、

学
内
で
受
験
で
き
る
検
定
試

験
な
ど
が
あ
り
、
学
生
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
を
支
援
し
て
い
る

（
別
表
参
照
）
。

　
対
策
講
座
で
は
、
今
年
度

か
ら
ｅ
ｃ
ｏ
検
定
（
環
境
社

会
検
定
試
験
）
講
座
が
ス
タ

ー
ト
。
ま
た
、
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
（
Ｍ
Ｏ
Ｓ
２
０
１
３
）

試
験
が
学
内
で
受
験
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発

　
子
ど
も
の
頃
か
ら
夢
見
て

き
た
の
は
、
友
達
み
た
い
な

ロ
ボ
ッ
ト
を
作
る
こ
と
。
独

学
で
身
に
つ
け
た
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
と
大
学
で
学
ん
だ
も

の
づ
く
り
の
技
術
で
、
人
の

役
に
立
ち
、
人
を
笑
顔
に
す

る
ロ
ボ
ッ
ト
を
世
に
送
り
出

し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　
１
年
次
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で

「
自
分
の
引
き
出
し
を
増
や

そ
う
」
と
い
う
先
生
の
言
葉

が
心
に
残
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
研

究
会
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
を
運
営
す
る
学
生
ス
タ
ッ

フ
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
と
積
極
的
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。

　
２
年
次
か
ら
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
科
目
を
受
講
し
た
こ
と

で
、
早
め
に
準
備
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
就
職
活
動
総
合

セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
そ
の
企
業

で
働
く
自
分
の
未
来
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
受
け
答
え
で
き
る

か
が
重
要
」
と
聞
き
、
社
会

人
と
し
て
何
を
し
た
い
の
か

見
つ
め
直
し
ま
し
た
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
す
る
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
か
ら
内

定
を
い
た
だ
き
、
張
り
切
っ

て
い
ま
す
。

　
先
入
観
を
持
た
ず
、
何
で

も
吸
収
す
る
つ
も
り
で
行
動

す
る
こ
と
を
後
輩
の
皆
さ
ん

に
勧
め
た
い
で
す
。

　「
石
巻
の
復
興
を
後
押
し

し
た
い
」

　
１
９
０
９
（
明
治
42
）
年

創
業
か
ら
１
０
０
年
以
上
、

宮
城
県
産
の
米
で
伝
統
の
技

と
製
法
を
守
り
続
け
て
き
た

石
巻
市
唯
一
の
糀

こ
う
じ

製
造
・
販

売
業
の
島
津
麹
店
（
石
巻
市

旭
町
）。
六
代
目
の
佐
藤
光

弘
さ
ん
（
平
19
石
経
営
）

は
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本

大
震
災
の
津
波
で
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
店
の
復
旧
に
尽

力
。
天
然
醗
酵
甘
糀
飲
料

「
華
糀
（
は
な
こ
う
じ
）」

を
開
発
し
て
人
気
を
呼
ん
で

い
る
。

　
佐
藤
さ
ん
の
母
方
の
実
家

に
あ
た
る
島
津
麹
店
は
、
震

災
の
津
波
に
よ
り
被
災
。
店

舗
・
工
場
な
ど
が
１
５
０
㌢

ま
で
浸
水
し
泥
に
ま
み
れ

た
。
明
治
時
代
か
ら
使
っ
て

い
た
木
樽
な
ど
糀
造
り
の
道

具
は
使
用
不
能
に
な
り
、
過

去
40
年
分
の
顧
客
デ
ー
タ
を

失
っ
た
。
先
代
は
再
開
を
断

念
し
た
。

　
震
災
か
ら
半
年
後
、
福
島

県
郡
山
市
で
自
動
ド
ア
の
会

社
に
勤
め
て
い
た
佐
藤
さ
ん

は
、
父
憲
光
さ
ん
（
66
）
と

と
も
に
工
場
の
掃
除
や
片
付

け
を
手
伝
う
う
ち
に
後
を
継

ぐ
決
意
を
固
め
た
。「
１
０

０
年
以
上
続
い
た
大
切
な
食

文
化
を
絶
や
す
わ
け
に
は
い

か
な
い
」
と
言
う
佐
藤
さ
ん

に
憲
光
さ
ん
が
賛
同
し
た
。

　
糀
造
り
は
熟
練
し
た
技
が

求
め
ら
れ
る
。
仕
込
み
に
は

日
々
の
気
温
、
湿
度
に
合
わ

せ
、
き
め
細
か
な
調
整
が
必

要
で
、
発
酵
状
況
を
見
極
め

な
が
ら
米
を
手
で
も
み
、
麹

菌
を
一
粒
一
粒
付
け
て
い

く
。
そ
ん
な
作
業
を
子
ど
も

の
頃
か
ら
見
て
き
た
。「
糀
の

良
さ
を
次
の
世
代
に
伝
え
た

い
」。震
災
を
経
て
地
元
に
根

を
張
る
気
持
ち
が
湧
い
た
。

　
二
人
三
脚
で
一
か
ら
の
挑

戦
が
始
ま
っ
た
。
幸
い
津
波

か
ら
逃
れ
る
よ
う
に
天
井
な

ど
に
麹
菌
が
付
着
し
て
お

り
、
島
津
麹
店
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
菌
は
残
っ
て
い
た
。
復
興

庁
の
補
助
金
を
得
て
店
を
立

て
直
し
、
先
代
ま
で
主
力
だ

っ
た
仕
込
み
味
噌
に
代
わ
る

新
商
品
を
模
索
し
た
。
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
す
こ
と
数

年
、
華
糀
を
編
み
出
し
た
。

　
華
糀
は
宮
城
県
産
サ
サ
ニ

シ
キ
一
等
米
の
米
と
水
だ
け

で
造
ら
れ
自
然
の
甘
さ
が
持

ち
味
。
添
加
物
は
一
切
な
く

低
温
加
熱
に
よ
り
糀
は
生
き

た
ま
ま
の
状
態
で
保
た
れ
て

お
り
、
酵
素
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ

類
が
豊
富
だ
。

　
開
発
に
あ
た
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
人
の
協
力
や
助
言
が
あ

っ
た
。
母
校
の
坂
田
隆
理
工

学
部
教
授
（
食
品
科
学
）
も

そ
の
一
人
。「
牛
乳
と
混
ぜ

て
飲
む
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
た

ん
ぱ
く
質
の
両
方
が
取
れ

る
」
と
助
言
。
こ
れ
は
14
年

11
月
、
華
糀
売
り
出
し
の
際

の
う
た
い
文
句
と
な
っ
た
。

折
か
ら
の
糀
ブ
ー
ム
も
追
い

風
に
な
り
、
評
判
は
じ
わ
じ

わ
と
広
が
っ
て
い
る
。

　
一
般
向
け
の
ほ
か
業
務
向

け
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

石
巻
市
や
横
浜
市
の
ホ
テ
ル

で
は
、
肉
料
理
の
味
付
け
や

デ
ザ
ー
ト
、
カ
ク
テ
ル
に
も

使
わ
れ
て
い
る
。
販
路
拡
大

な
ど
新
し
い
売
り
方
は
経
営

学
部
で
学
ん
だ
こ
と
が
生
か

さ
れ
た
。
復
興
庁
の
14
年
度

復
興
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト

で
優
秀
賞
を
受
賞
。

　「
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
世
界
に
も

糀
文
化
を
広
げ
て
い
き
た

い
」
と
佐
藤
さ
ん
は
夢
を
膨

ら
ま
せ
る
。

教
材
の
一
つ
と
し
て
『
Ｅ
｜

Ｔ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
Ⅱ
』
を
用

意
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

本
試
験
に
近
い
内
容
の
模
擬

試
験
を
受
験
で
き
る
。
自
宅

な
ど
の
学
外
で
効
率
良
く
筆

記
試
験
対
策
が
行
え
る
。
在

学
生
は
登
録
料
３
５
０
０
円

（
通
常
は
６
１
０
０
円
）

で
、
19
年
３
月
末
ま
で
利
用

で
き
る
。

　
就
職
支
援
行
事
で
は
、
３

年
次
生
対
象
の
「
就
職
活
動

総
合
セ
ミ
ナ
ー
」
が
好
評
。

１
泊
２
日
の
合
宿
形
式
で
、

何
度
も
模
擬
面
接
を
体
験
す

る
こ
と
で
着
実
に
成
長
し
、

参
加
者
は
毎
年
高
い
就
職
率

を
上
げ
て
い
る
。
今
年
度
か

ら
は
２
回
実
施
し
、
最
大
で

60
人
が
参
加
で
き
る
。

　
今
年
度
の
入
学
生
か
ら
は

「
キ
ャ
リ
ア
設
計
」（
１
年

次
生
対
象
）
な
ど
の
正
課
授

業
も
導
入
さ
れ
、
自
身
の
将

来
像
を
意
識
さ
せ
る
。

　
進
路
支
援
室
は
「
コ
ツ
コ

ツ
と
早
め
に
準
備
す
る
こ
と

が
大
切
。
ま
ず
は
ガ
イ
ダ
ン

ス
に
出
席
し
て
ほ
し
い
。
分

か
ら
な
い
こ
と
や
不
安
な
こ

と
が
あ
っ
た
ら
、
進
路
支
援

室
を
気
軽
に
活
用
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

売
り
・
小
売
り
が
高
く
、
人

間
学
部
は
教
育
・
公
務
が
30

・
０
％
と
、
学
部
の
特
色
が

表
れ
た
。

充
実
の
就
活
支
援

　
本
学
で
は
進
路
支
援
室
が

中
心
と
な
っ
て
、
多
彩
な
就

職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
各
種

資
格
取
得
講
座
な
ど
を
実
施

し
、
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
意
識

の
向
上
や
ス
キ
ル
習
得
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
進
路
支
援
室
は
、
予
約
不

要
、
時
間
無
制
限
で
個
別
相

談
に
対
応
し
て
い
る
。
16
年

度
の
相
談
件
数
は
延
べ
９
２

９
６
件
。
進
路
決
定
者
に
行

っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
利

用
満
足
度
が
91
・
８
％
（
満

足
73
・
６
％
、
ほ
ぼ
満
足
18

・
２
％
）
と
高
い
。

　
就
活
で
苦
戦
す
る
筆
記
試

験
の
対
策
で
は
、
サ
ポ
ー
ト

　
17
年
３
月
卒
業
生
の
就
職

希
望
者
に
対
す
る
就
職
決
定

率
は
95
・
９
％
（
前
年
度
比

２
㌽
増
）
と
な
り
、
６
年
連

続
で
上
昇
し
た
。

　
学
部
別
で
は
、
初
め
て
卒

業
生
を
送
り
出
し
た
人
間
学

部
が
１
０
０
％
を
達
成
。
本

学
初
の
小
学
校
教
員
も
誕
生

し
、
学
生
た
ち
の
４
年
間
の

奮
闘
が
結
実
し
た
。

　
理
工
学
部
は
97
・
９
％

（
同
４
㌽
増
）、
経
営
学
部

は
92
・
３
％
（
同
１
・
５
㌽

減
）
だ
っ
た
。

　
地
域
別
就
職
先
で
は
、
北

海
道
・
東
北
が
67
・
６
％

（
同
９
・
９
㌽
増
）。
県
別

で
見
て
も
宮
城
県
が
46
・
５

％
（
同
０
・
５
㌽
減
）
で
、

地
元
志
向
の
高
さ
が
分
か

る
。

　
業
種
別
で
は
、
卸
売
り
・

小
売
り
が
31
・
９
％
（
同
６

・
９
㌽
増
）
と
最
も
割
合
が

高
か
っ
た
。
学
部
別
で
見
る

と
理
工
学
部
は
32
・
３
％
、

経
営
学
部
が
36
・
１
％
と
卸

石 

巻 

専 

修 

大 

学

　
就
職
活
動
に
備
え
て
、
石
巻
専
修
大
学
で
は
、
き
め
細
か
な
指
導
を
行
っ
て

い
る
。
年
60
回
以
上
の
進
路
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、
経
験
豊
富
な
ス
タ
ッ

フ
が
一
人
一
人
に
じ
っ
く
り
と
向
き
合
い
、
夢
や
目
標
の
実
現
を
後
押
し
す

る
。
２
０
１
７
年
３
月
卒
業
生
の
進
路
状
況
、
本
学
の
サ
ポ
ー
ト
態
勢
、
活
動

中
の
４
年
次
生
や
地
元
・
石
巻
で
活
躍
す
る
卒
業
生
の
声
を
紹
介
す
る
。

苦
手
意
識
を
克
服

　
就
職
活
動
総
合
セ
ミ
ナ
ー

を
き
っ
か
け
に
、
就
活
へ
の

意
識
が
変
わ
り
ま
し
た
。
他

の
参
加
者
の
活
動
を
聞
い
て

刺
激
を
受
け
、
計
３
回
の
模

擬
面
接
で
面
接
へ
の
苦
手
意

識
を
克
服
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
人
と
話
す
こ
と
が
得
意

で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
む
し
ろ
強
み
だ
と
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
作
成

も
苦
労
し
ま
し
た
。
書
き
方

も
分
か
ら
ず
、
進
路
支
援
室

へ
。
何
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
か

を
考
え
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
な
が
ら
書
き
上
げ
ま
し

た
。
自
分
の
考
え
だ
け
で
な

く
、
別
の
視
点
を
入
れ
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
企
業
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
は

旅
行
業
の
７
社
。
同
時
進
行

の
た
め
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や

体
調
の
管
理
に
注
意
し
て
い

ま
す
。
集
中
し
て
活
動
す
る

た
め
に
も
、
３
年
次
ま
で
の

生
活
が
大
切
で
す
。
や
り
た

い
こ
と
に
ど
ん
ど
ん
挑
戦

し
、
単
位
も
計
画
的
に
取
得

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
旅
行
業
の
な
か
で
も
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
旅

行
）
事
業
に
関
心
が
あ
り
ま

す
。
日
本
の
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
ツ
ア
ー
を

企
画
し
た
い
で
す
。

４

年

次

生

就

活

奮

闘

中

就職決定率95.9％

１
〜
２
年
次

◇進路ガイダンス

◇石巻地域企業インターンシップ

（夏期休暇中）

※2017年度入学者から「キャリア
設計」など正課授業を導入

３
年
次

４月 ◇進路ガイダンス

　　「履歴書作成講座」

　　「筆記試験講座」

　　「業界・職種研究講座」　ほか

◇インターンシップ（夏期休暇中）

９月 ◇後期ガイダンス

　　「自己分析講座」

　　「面接講座」

　　「先輩たちの就職活動体験談」

　　　　　　　　　　　　　ほか

２月 ◇就活直前セミナー

◇就職活動総合セミナー

３月 ◇キャリアガイダンス

　　　（本学主催合同企業説明会）

４
年
次

８月 ◇夏・就活応援セミナー

※随時、「学内企業説明会・選考会」

を実施

主な就職支援行事

▷日商簿記検定受験対策講座（３級）
▷ＦＰ（ファイナンシャル・プランナー）受験対策講座（３級）
▷リテールマーケティング（販売士）検定対策講座（２級）
▷ｅｃｏ検定（環境社会検定試験）講座
▷マイクロソフトオフィススペシャリスト（ＭＯＳ２０１３）試験講座
▷ＩＴパスポート対策講座／基本情報技術者対策講座
▷３次元ＣＡＤ利用技術者試験対策講座（２級）
▷公務員試験受験対策講座【スタートコース・教養速習コース】

資

格

取

得

サ
ポ
ー
ト
講
座

▷ＴＯＥＩＣⓇ-ＩＰ／日本漢字能力検定試験（２級）
▷実用フランス語技能検定試験（１～４級）
▷実用数学技能検定試験（１～３級）
▷経営学検定（マネジメント検定）試験
▷秘書技能検定試験（１～３級）
▷ＭＯＳ２０１３（Ｗｏｒｄ、Ｅｘｃｅｌ、ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ）試験
▷ｅｃｏ検定　　　　　▷生物分類技能検定

学
内
で
実
施

さ
れ
る
試
験

▷教育職員免許状取得【教職課程】
▷食品衛生管理者等任用資格
▷二級自動車整備士※
▷フードスペシャリスト※
▷甲種危険物取扱者※
▷保育士

正
課
授
業
で
取
得

可

能

な

資

格

▷学芸員
▷社会教育主事◎
▷社会福祉主事◎
▷社会調査士【資格認定】
▷認定心理士
▷認定心理士（心理調査）予定

※は受験資格、◎は任用資格（職務に任用・任命後、有効となる資格）。
　取得可能な資格は学科により異なります

石
巻
専
修
大
学
で
取
得
で
き
る
資
格

佐
藤
光
弘
さ
ん（
左
）と
父
憲
光
さ
ん
。
光
弘
さ
ん
が
手
に
し

て
い
る
の
が「
華
糀
」

島
津
麹
店
で

地
元
の
食
文
化
を
次
世
代
に

復
興
へ「
華
糀
」編
み
出
す

活
躍
す
る
Ｏ
Ｂ 

石
巻
唯
一
の
糀
店
六
代
目 

佐
藤
光
弘
さ
ん

理
工
学
部
機
械
工
学
科
　
阿
部
航
平
さ
ん
（
岩
手
県
宮
古
高
）

人
間
学
部
人
間
文
化
学
科
　
佐
藤
ひ
か
る
さ
ん
（
宮
城
県
石
巻
好
文
館
高
）

実験室でロボットを製作する阿部

さん（左）。右は指導の水野純教授

進路支援室でスタッフからアド

バイスを受ける佐藤さん（右）

６年連続アップ17年３月卒業生
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ベ
ル
賞
を
受
賞
し
て
有
名
に

な
っ
た
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
物

理
学
を
研
究
し
て
い
ま
し

た
。
物
理
学
か
ら
情
報
関
係

の
教
員
に
な
る
先
輩
も
多

く
、
私
も
石
巻
専
大
が
開
学

す
る
際
、
経
営
学
に
方
向
転

換
し
ま
し
た
。
数
字
で
割
り

切
っ
て
い
た
の
が
、
経
営
学

に
身
を
置
い
て
人
間
味
が
増

し
た
感
が
あ
り
ま
す
。
住
吉

小
、
住
吉
中
学
校
を
卒
業
し

ま
し
た
。

　
大
谷
尚
文
教
授
　
３
歳
の

時
に
島
根
県
か
ら
父
親
の
故

郷
の
石
巻
に
越
し
て
き
ま
し

た
。
震
災
遺
構
に
な
る
旧
門

脇
小
学
校
が
母
校
で
す
。
子

ど
も
の
頃
は
南
浜
町
の
砂
浜

で
よ
く
遊
び
ま
し
た
。
弘
前

大
学
に
20
年
勤
め
、
47
歳
の

時
に
石
巻
専
大
の
教
員
に
な

り
ま
し
た
。

　
木
村
　
も
と
も
と
は
中
学

の
教
員
で
石
巻
中
学
校
の
校

長
を
最
後
に
定
年
退
職
し
、

東
松
島
市
の
教
育
長
を
務
め

ま
し
た
。
人
間
学
部
の
開
設

に
合
わ
せ
て
石
巻
専
大
の
教

員
に
な
り
５
年
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
で
は
本
題
に
入
り

ま
し
ょ
う
。
石
巻
の
魅
力
だ

と
思
う
こ
と
を
お
話
し
く
だ

さ
い
。

　
小
川
　
魚
が
お
い
し
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
石
原
ゼ

ミ
は
東
日
本
大
震
災
で
被
災

し
た
企
業
と
連
携
し
て
商
品

の
企
画
・
開
発
を
し
て
い
ま

す
が
、
サ
バ
や
ギ
ン
ザ
ケ
は

中
骨
も
食
材
と
し
て
活
用
で

き
ま
す
。
実
は
宮
城
県
は
養

殖
ギ
ン
ザ
ケ
の
生
産
量
が
日

本
一
な
ん
で
す
。
石
巻
の
魚

の
お
い
し
さ
を
全
国
に
発
信

し
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
佐
々
木
　
昔
は
カ
ツ
オ
と

サ
ン
マ
は
買
う
も
の
じ
ゃ
な

い
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
よ
く
獲

れ
て
、
う
ち
も
親
戚
の
漁
師

さ
ん
か
ら
た
だ
で
も
ら
っ
た

も
の
で
す
。
個
人
的
に
は
ク

ジ
ラ
が
好
き
で
す
が
、
マ
ン

ボ
ウ
の
酢
み
そ
和
え
も
お
い

し
い
で
す
よ
ね
。

　
木
村
　
ホ
ヤ
も
有
名
で
す

が
、
目
の
前
が
漁
場
で
新
鮮

だ
か
ら
お
い
し
い
。
新
鮮
な

も
の
が
い
ろ
い
ろ
手
に
入
る

の
が
石
巻
な
ん
で
す
ね
。

　
大
谷
　
20
年
ぶ
り
に
石
巻

に
戻
り
、
最
初
に
食
べ
た
ご

飯
に
驚
き
ま
し
た
。
米
が
と

て
も
お
い
し
い
。
１
週
間
も

た
つ
と
そ
れ
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

実
は
石
巻
の
人
は
相
当
に
お

い
し
い
も
の
を
食
べ
て
い
ま

す
。

　
木
村
　
魚
も
米
も
野
菜
も

お
い
し
い
土
地
柄
で
す
が
、

慣
れ
っ
こ
に
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
徳
永
　
石
巻
は
星
が
き
れ

い
で
、
特
に
サ
ン
・
フ
ァ
ン

館
（
宮
城
県
慶
長
使
節
船
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
）
近
く
の
高
台

か
ら
眺
め
る
星
空
は
最
高
で

す
。
暗
い
海
が
広
が
る
沖
に

船
が
見
え
ま
す
。
流
れ
星
を

見
て
い
る
と
気
持
ち
が
安
ら

ぎ
ま
す
。

　
大
平
　
星

は
き
れ
い
だ

と

思

い

ま

す
。
初
め
の

頃
は
街
灯
が

少
な
く
て
怖

い
と
思
い
ま

し
た
が
、
上

を
見
た
ら
す

ご
い
数
の
星

が
輝
い
て
い

て
見
と
れ
ま

し
た
。

　
小
川
　
夜

ラ
ン
ニ
ン
グ

す
る
こ
と
が

多
い
の
で
す

が
、
星
空
は

き

れ

い

で

す
。
海
も
見

て
い
る
だ
け

で
い
や
さ
れ
ま
す
し
、
考
え

事
を
す
る
時
は
景
色
を
見
な

が
ら
一
人
で
走
り
ま
す
。

　
木
村
　
石
巻
に
は
４
０
０

㍍
級
の
山
が
四
つ
五
つ
あ
り

ま
す
し
、
平
野
も
川
も
海
も

あ
り
ま
す
。
４
拍
子
そ
ろ
っ

た
と
こ
ろ
は
意
外
に
少
な
い

で
し
ょ
う
。
市
内
が
見
渡
せ

る
日ひ

和よ
り

山や
ま

か
ら
は
田
代
島
、

網
地
島
や
牡
鹿
半
島
越
し
に

金
華
山
も
見
え
ま
す
か
ら
、

一
度
は
足
を
運
ん
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
大
平
　
石
巻
で
は
人
と
の

つ
な
が
り
を
強
く
感
じ
ま

す
。
練
習
す
る
球
場
で
も
ア

ル
バ
イ
ト
先
で
も
地
元
の
方

が
よ
く
声
を
掛
け
て
く
れ

て
、
石
巻
の
こ
と
を
話
し
て

く
れ
ま
す
。
よ
そ
か
ら
来
た

自
分
を
歓
迎
し
て
く
れ
て
い

る
と
感
じ
ら
れ
て
う
れ
し
く

な
り
ま
す
。

　
木
村
　
人
を
受
け
入
れ
る

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
先

生
方
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
佐
々
木
　
石
巻
は
伊
達
政

宗
の
時
代
か
ら
交
通
の
要
衝

で
、
米
や
農
産
物
を
一
度
石

巻
に
集
積
し
て
仙
台
に
運
ん

で
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な

所
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
人
が
集

ま
っ
た
こ
と
が
人
を
受
け
入

れ
る
土
壌
に
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　
大
谷
　
外
部
の
人
を
受
け

入
れ
や
す
い
と
い
う
の
は
、

一
つ
に
は
船
に
乗
っ
て
ど
ん

ど
ん
外
の
世
界
へ
出
て
戻
っ

て
来
る
。
石
巻
の
底
流
に
は

一
種
の
国
際
性
が
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は

城
下
町
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
。
城
下
町
に
は
い
ろ
い
ろ

な
レ
ガ
シ
ー
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
う
で
は
な
い
石
巻
は

伝
統
に
縛
ら
れ
な
い
分
、
人

が
気
安
く
出
入
り
し
や
す

い
。
お
す
そ
分
け
し
た
り
振

る
舞
っ
た
り
す
る
こ
と
が
当

た
り
前
み
た
い
な
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。

　
木
村
　
私
が
生
ま
れ
育
っ

た
の
は
石
巻
で
も
女
川
町
の

下
の
ほ
う
、
牡
鹿
半
島
の
大

谷
川
浜
で
す
。
半
農
半
漁
の

集
落
で
し
た
が
、
水
揚
げ
し

た
魚
を
巡
航
船
に
積
み
込
む

時
に
わ
れ
わ
れ
小
さ
い
子
ど

も
が
バ
ケ
ツ
を
持
っ
て
立
っ

て
い
る
と
「
あ
ん
ち
ゃ
ん
魚

か
」
と
10
匹
く
ら
い
よ
こ
し

て
く
れ
る
。
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う

で
す
が
優
し
く
て
、
人
を
受

け
入
れ
た
り
物
を
施
す
こ
と

を
い
と
わ
な
い
。
世
界
に
開

か
れ
、
人
や
文
化
を
受
け
入

れ
て
き
た
石
巻
な
ら
で
は
の

気
質
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と

っ
つ
き
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
が
、
温
か
い
地
元
の

人
と
の
交
流
は
皆
さ
ん
の
大

学
生
活
を
豊
か
に
し
て
く
れ

る
と
思
い
ま
す
。

　
木
村
　
最
後
は
石
巻
と
石

巻
専
大
を
さ
ら
に
良
く
す
る

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

徳
永
さ
ん
か
ら
意
見
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
徳
永
　
硬
式
野
球
部
や
女

子
競
走
部
が
頑
張
っ
て
い
る

の
で
、
あ
と
も
う
一
つ
ぐ
ら

い
活
躍
す
る
サ
ー
ク
ル
が
出

て
く
る
と
志
願
者
が
増
え
る

と
思
い
ま
す
。
石
鳳
祭
な
ど

地
域
の
人
た
ち
と
交
流
で
き

る
機
会
に
、
も
っ
と
自
分
た

ち
の
良
さ
を
伝
え
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
木
村
　
部
活
動
の
活
躍
、

良
い
で
す
ね
。
私
は
剣
道
部

の
部
長
な
の
で
、
剣
道
部
を

強
く
し
た
い
。
ス
ポ
ー
ツ
で

も
吹
奏
楽
で
も
文
科
系
サ
ー

ク
ル
で
も
、
学
生
の
は
つ
ら

つ
と
し
た
姿
を
見
せ
る
場
と

し
て
も
っ
と
地
域
の
皆
さ
ん

に
石
鳳
祭
に
来
て
も
ら
う
よ

う
に
工
夫
す
る
こ
と
は
大
事

で
す
ね
。

　
大
平
　
頑
張
っ
て
い
る
サ

ー
ク
ル
は
あ
る
け
れ
ど
、
応

援
し
て
く
れ
る
学
生
は
あ
ま

り
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
硬
式

野
球
部
は
今
回
の
全
国
大
学

野
球
選
手
権
出
場
を
機
に
、

応
援
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
く
。
学
生
が
自

分
た
ち
の
代
表
選
手
と
し
て

応
援
す
る
よ
う
に
な
る
と
、

地
域
の
人
に
も
熱
気
が
伝
わ

り
、
サ
ー
ク
ル
の
活
躍
が
石

巻
専
大
を
売
り
込
む
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か

ら
石
鳳
祭
で
招
待
券
を
出
す

の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ス

ー
パ
ー
な
ど
に
置
い
て
も
ら

い
、
誰
で
も
入
手
で
き
る
よ

う
に
し
て
、
小
学
生
も
楽
し

め
る
企
画
を
考
え
る
。
石
鳳

祭
を
き
っ
か
け
に
進
学
し
た

い
と
思
う
中
高
生
が
増
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
小
川
　
自
分
も
部
活
動
の

強
化
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
全
国
レ
ベ
ル
で
活
躍
す

る
サ
ー
ク
ル
が
増
え
れ
ば
注

目
さ
れ
ま
す
。「
石
巻
専
修

大
学
に
は
こ
う
い
う
強
い
サ

ー
ク
ル
が
あ
る
」
と
大
学
や

石
巻
市
が
Ｐ
Ｒ
し
て
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。
復
興
や
震
災

と
い
う
言
葉
が
薄
れ
て
い
く

中
で
、
石
巻
の
良
さ
を
ど
う

や
っ
て
知
っ
て
も
ら
う
か
と

い
え
ば
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
発

信
や
観
光
面
の
強
化
は
重
要

で
す
。
メ
デ
ィ
ア
の
力
で
注

目
が
集
ま
れ
ば
人
は
来
ま

す
。
集
客
の
仕
組
み
が
で
き

る
と
自
分
は
思
い
ま
す
。

　
木
村
　
発
信
す
る
こ
と
が

大
切
と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
と
め
る
と
「
石
巻

専
大
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

が
石
巻
市
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
」「
大
学
と
地
域
は
一

体
と
な
っ
て
発
展
で
き
る
」

と
い
う
こ
と
か
と
思
い
ま

す
。「
仙
北
に
一
つ
し
か
な

い
四
年
制
大
学
」
と
い
う
石

巻
専
大
の
特
色
を
ど
う
表
現

し
て
い
く
か
、
そ
れ
が
す
な

わ
ち
石
巻
市
を
も
っ
と
魅
力

的
な
街
に
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
。

　
大
谷
　
僕
は
先
ほ
ど
「
石

巻
に
は
城
下

町
の
レ
ガ
シ

ー
が
な
い
」

と
言
い
ま
し

た
が
、
石
巻

専
大
自
体
が

お
城
に
な
る

し
か
な
い
と

い
う
気
が
し

て

き

ま

し

た
。
そ
う
い

う
決
意
で
わ

れ
わ
れ
は
頑

張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

運
動
部
が
強
く
な
っ
て
人
を

集
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
城

の
石
垣
や
天
守
閣
を
高
く
す

る
役
割
と
同
じ
な
の
で
は
な

い
か
と
皆
さ
ん
の
話
を
聞
い

て
思
い
ま
し
た
。

　
佐
々
木
　
石
巻
市
の
人
口

は
東
日
本
大
震
災
以
降
、
流

出
し
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
申

し
上
げ
た
よ
う
に
大
学
の
価

値
は
人
口
の
規
模
と
は
関
係

あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
本
で
は

多
く
の
大
学
が
東
京
に
集
中

し
て
い
る
よ
う
に
あ
る
程
度

の
人
口
が
な
い
と
立
ち
行
き

ま
せ
ん
。
地
元
の
産
業
を
活

性
化
し
て
人
口
回
復
に
大
学

が
ど
う
貢
献
で
き
る
か
、
企

業
の
方
と
い
ろ
い
ろ
話
を
し

て
い
ま
す
が
、
よ
り
一
層
、

石
巻
専
大
と
石
巻
市
、
産
業

界
の
連
携
が
重
要
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

　
木
村
　
皆
さ
ん
の
お
話
を

総
合
す
る
と
「
石
巻
専
大
が

石
巻
市
の
活
性
化
の
中
核
に

な
る
」
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。
私
も
石
巻
を
盛
り
上
げ

た
く
て
ダ
ン
ス
愛
好
会
と
共

に
「
石
巻
復
幸
踊
り
エ
ン
ヤ

ド
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

い
う
新
し
い
踊
り
作
り
に
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
石
巻
専
大

が
輝
く
こ
と
が
石
巻
を
発
展

さ
せ
る
。
そ
の
こ
と
を
今
日

改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　
木
村
　
石
巻
専
大
に
入
っ

て
よ
か
っ
た
の
は
ど
ん
な
こ

と
で
す
か
。

　
徳
永
　
や
は
り
野
球
の
話

に
な
り
ま
す
が
、
同
じ
情
熱

を
持
つ
仲
間
と
野
球
に
打
ち

込
め
る
こ
と
で
す
。
硬
式
野

球
部
は
90
人
を
超
え
て
お
り

競
争
が
厳
し
い
で
す
が
、
切

磋
琢
磨
で
き
る
環
境
は
楽
し

い
で
す
。
９
月
か
ら
教
育
実

習
が
始
ま
る
の
で
気
を
引
き

締
め
て
い
ま
す
。

　
木
村
　
教
育
実
習
の
時
期

を
変
更
し
て
も
ら
っ
た
ん
で

し
た
よ
ね
。

　
徳
永
　
大
会
の
関
係
で
、

先
生
に
お
願
い
し
て
本
来
は

８
月
中
に
始
ま
る
の
を
繰
り

下
げ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
木
村
　
硬
式
野
球
部
は
今

季
頑
張
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

先
生
方
も
後
押
し
し
て
い
ま

し
た
。

　
大
平
　
い
よ
い
よ
海
洋
生

物
コ
ー
ス
の
専
門
科
目
が
後

期
か
ら
始
ま
る
の
で
楽
し
み

で
す
。
高
校
時
代
は
ク
ジ
ラ

を
研
究
し
た
い
と
思
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
大
学
で
⻆
田

出
教
授
の
魚
類
生
理
生
態
学

や
佐
々
木
洋
教
授
の
海
洋
生

態
学
の
講
義
を
聞
き
、
魚
類

の
ス
ト
レ
ス
応
答
や
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
か
ら
バ
イ
オ
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
生
み
出
す
と
い
う
テ

ー
マ
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
木
村
　
東
北
の
私
大
で
生

物
の
学
科
が
あ
る
の
は
石
巻

専
大
だ
け
で
す
。

　
大
平
　
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
で
学
ぶ
こ
と
に
も
意

義
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

高
校
の
先
生
に
言
わ
れ
た
の

で
す
が
、
来
て
良
か
っ
た
で

す
。
石
巻
専
大
の
良
さ
と
し

て
は
先
生
や
職
員
の
方
と
学

生
の
距
離
が
近
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
事
務
の
手
続
き

な
ど
で
も
係
の
方
が
親
し
み

や
す
い
態
度
で
接
し
て
く
れ

る
の
で
、
何
か
分
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
っ
た
時
に
相
談
し

や
す
い
感
じ
で
す
。

　
小
川
　
ゼ
ミ
の
活
動
が
充

実
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
東

京
や
青
森
な
ど
県
外
で
の
出

張
販
売
で
い
ろ
い
ろ
な
お
客

さ
ん
と
接
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
し
、
九
州
に
か
ら
揚
げ

の
視
察
に
行
く
な
ど
ゼ
ミ
生

が
や
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と

は
自
由
に
や
ら
せ
て
も
ら
え

ま
す
。
学
生
と
先
生
の
距
離

が
近
い
と
い
う
の
は
同
感

で
、
小
中
高
校
の
先
生
よ
り

自
分
の
こ
と
を
親
身
に
考
え

て
く
れ
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。

　
大
谷
　
学
生
も
素
直
で
人

懐
っ
こ
い
。
自
宅
に
何
人
か

学
生
を
呼
ん
だ
時
に
お
客
さ

ん
が
来
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ピ
ン
ポ
ー
ン
と
鳴
っ
た

ら
学
生
の
１
人
が
出
て
行
っ

て
「
わ
ざ
わ
ざ
遠
い
と
こ
ろ

か
ら
…
」
な
ん
て
応
対
す

る
。
そ
う
い
う
気
さ
く
な
と

こ
ろ
が
い
い
で
す
ね
。

　
佐
々
木
　
東
京
な
ど
か
ら

来
学
し
た
方
は
、
う
ち
の
学

生
を
「
真
面
目
だ
」「
素
朴

で
落
ち
着
き
が
あ
る
」
と
言

い
ま
す
。
確
か
に
出
張
な
ど

で
他
大
学
の
学
生
を
見
る
と

う
ち
の
学
生
の
ほ
う
が
話
し

か
け
や
す
い
感
じ
で
す

　
大
谷
　
石
巻
専
大
生
、
大

好
き
で
す
。

　
佐
々
木
　
僕
は
豊
か
な
自

然
に
恵
ま
れ
た
石
巻
の
環
境

は
、
欧
米
の
大
学
に
ひ
け
を

取
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
英
国
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド
大
学
が
あ
る
の
は
人
口

約
16
万
人
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

大
学
が
あ
る
の
は
人
口
約
13

万
人
の
都
市
で
、
大
学
が
街

を
形
成
し
て
い
る
よ
う
な
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
人
口
は

石
巻
と
ほ
ぼ
同
じ
規
模
で
す

が
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
は

震
災
前
の
石
巻
よ
り
地
味
な

く
ら
い
で
す
。
オ
ッ
ク
ス
フ

ォ
ー
ド
も
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
も

ロ
ン
ド
ン
か
ら
特
急
で
１
時

間
前
後
、
欧
米
の
名
門
大
学

は
こ
う
い
う
地
方
都
市
に
あ

り
ま
す
。
石
巻
専
大
は
立
地

的
に
は
世
界
標
準
で
、
学
生

の
気
質
は
良
い
し
、
わ
れ
わ

れ
教
員
の
指
導
力
次
第
で
学

生
は
伸
び
て
い
く
は
ず
で

す
。

石巻湾

石巻専修大学

仙石線

田代島

網地島

牡鹿半島

旧北上川

金華山

女川町

宮城県慶長使節船

ミュージアム

（サン・ファン館）

石巻線

門脇地区

住吉地区

大谷川浜●

●

●

●

★

石巻市

女川湾
石巻駅

　
木
村
民
男
教
授（
司
会
）
　

石
巻
で
学
生
生
活
を
送
っ
て

３
年
目
、
４
年
目
に
な
る
学

生
の
皆
さ
ん
に
石
巻
や
石
巻

専
修
大
学
の
魅
力
に
つ
い
て

語
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
地
元

出
身
の
わ
れ
わ
れ
に
は
気
づ

か
な
い
石
巻
の
良
さ
、
素
晴

ら
し
さ
を
教
え
て
も
ら
え
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
小
川
裕
稀
さ
ん
　
出
身
は

青
森
県
八
戸
市
で
す
。
青
森

県
と
い
え
ば
ね
ぶ
た
が
有
名

で
す
が
、
八
戸
に
は
八
戸
三

社
大
祭
が
あ
り
ま
す
。
高
校

生
の
時
に
サ
バ
だ
し
ラ
ー
メ

ン
を
開
発
し
た
経
営
学
部
・

石
原
慎
士
ゼ
ミ
の
活
動
を
知

り
、
自
分
も
復
興
に
携
わ
り

た
い
と
思
い
入
学
し
ま
し

た
。

　
大
平
楓
月
さ
ん
　
さ
い
た

ま
市
出
身
で
、
古
い
町
並
み

が
残
り
小
江
戸
と
い
わ
れ
る

川
越
市
の
高
校
に
通
っ
て
い

ま
し
た
。
も
と
も
と
ク
ジ
ラ

に
興
味
が
あ
り
、
高
校
の
担

任
に
勧
め
ら
れ
た
の
が
海
洋

生
物
コ
ー
ス
の
あ
る
石
巻
専

大
の
生
物
科
学
科
で
す
。
高

校
ま
で
は
器
械
体
操
や
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
大
学
で
は
新
し
い

こ
と
に
挑
戦
し
よ
う
と
硬
式

野
球
部
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
な

り
ま
し
た
。
野
球
の
知
識
は

ゼ
ロ
で
し
た
が
、
部
員
が
頼

り
に
し
て
く
れ
て
す
ご
く
や

り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

　
徳
永
航
也
さ
ん
　
仙
台
出

身
で
す
。
大
学
で
も
野
球
を

続
け
た
く
て
、
硬
式
野
球
部

の
あ
る
大
学
を
志
望
し
ま
し

た
。
高
校
の
担
任
に

｢

本

当
に
学
び
た
い
学
部
で
な
け

れ
ば
勉
強
と
両
立
す
る
の
は

難
し
い｣

と
助
言
さ
れ
、

石
巻
専
大
の
人
間
教
育
学
科

を
選
び
ま
し
た
。
子
ど
も
が

好
き
な
の
で
教
員
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
佐
々
木
万
亀
夫
教
授
　
以

前
は
小
柴
昌
俊
先
生
が
ノ
ー

木村民男教授佐々木万亀夫教授大谷尚文教授小川裕稀さん徳永航也さん大平楓月さん

▽
大お

お

平ひ
ら

楓ふ

月づ
き

さ
ん
（
理
工
学
部
生
物
科
学
科
３
年
、
硬

式
野
球
部
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
埼
玉
県
星
野
高
）

▽
徳
永
航
也
さ
ん
（
人
間
学
部
人
間
教
育
学
科
３
年
、

硬
式
野
球
部
、
宮
城
県
東
北
生
活
文
化
大
学
高
）

▽
小
川
裕
稀
さ
ん
（
経
営
学
部
経
営
学
科
４
年
、
石
原

慎
士
ゼ
ミ
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、青
森
県
八
戸
商
業
高
）

▽
大
谷
尚
文
人
間
学
部
教
授
（
石
巻
市
門
脇
地
区
出

身
、
主
な
担
当
は
フ
ラ
ン
ス
文
学
論
）

▽
佐
々
木
万
亀
夫
経
営
学
部
教
授
（
石
巻
市
住
吉
地
区

出
身
、
主
な
担
当
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
論
）

▽
木
村
民
男
人
間
学
部
教
授
（
石
巻
市
大
谷
川
浜
出

身
、
主
な
担
当
は
キ
ャ
リ
ア
設
計
）

司
会

生
物
科
学
実
習
で
海
洋
生
物
の
分
布
を
調
査
す
る

石
巻
・
万
石
浦
海
岸

サン・ファン館に係留されている復元船

サン・ファン・バウティスタ号

経
営
・
石
原
ゼ
ミ
が
実
施
し
て

い
る
「
駅
か
ら
ハ
イ
ク
」。学
生

の
案
内
で
市
内
の
魅
力
を
探
る

石巻川開き祭りにそろいの浴衣

で参加する学生

石巻専大の輝き地域を活性化
　宮城県東部、旧北上川の河口に開けた県内第２の都市・石巻市。その豊かな自然の下で学ぶ石巻専大生に

は県外出身者も多い。石巻の街や大学にはどんな魅力があるのか、市内出身の教員と語り合った。

学生・教員座談会
出

席

者

日和山から市街地を展望する

温
か
く
迎
え
て
く
れ
る
人
々

豊
か
な
海
と
開
か
れ
た
ま
ち

専
門
性
高
い
ゼ
ミ
・
研
究
活
動

学
生
と
教
職
員
の
距
離
近
い

学
生
た
ち
の
熱
気
伝
え
た
い

産
業
の
復
興
へ
連
携
し
よ
う

学内外で活躍する吹奏楽研究会

万石浦

石
巻
の
魅
力

石
巻
専
大
の
特
徴

発
展
す
る
石
巻
へ


